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衝撃電圧の波形とその沿面閃絡電圧特性について
長 田 玉江主Eヨ ヨ王仁コ
Wa veforms of Impulse Voltage and Their 
Creeping Flashover V oltage Characteristics 
Shingo NAGATA 
Four kinds of impulse voltages (0. 1 X 40λ(1 X 40)， (6 X 40)μs and (3 x40)μs having 
unidirectional oscillations on its wave tail have been applied to two electrodes which were 
arranged on the surface of glass， vinyl and porcelain pipes， and then creeping flashover were 
produced on the surface between electrodes. 
Plus flashover voltage is not likely to be affected by the steepness of the wave front， but 
rninus one is higher according to the decrease of steepness of the wave front. Oscillatory voltage 
(3x40)μs always indicates a highest flashover voltage. Frorn a standpoint of view of space 
charges between electrodes， these characteristics are discussed. Moreover the relations between 
the voltage characteristics of Lichtenberg's and Dust figure， and creeping flashover voltage 
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vー :電子の速度 ( 1/ ) 
U+ :陽イオン移動度 (cm2jV-sec) 
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陽イオンに対して:;: } . (5) 電子に対して
いいかえれば陽イオ y又は電子が空間電荷として間隙中に残留する限界間隙距離は，それぞれ
次の (6)式で与えられる。
d-l- ="I~+ VmTL i 
y 2 
d =J U_ VmTL 





して間隙中に残留することになる。なお (5)式の dー の計算には陽イオシが空間電荷として残留
しはじめた以後については，これによる電界の変歪強化の作用を考慮していないが，実際はこの作







からすれば (5)式の dー なる電子の限界距離は電子なだれが streamerに転移する距離とみてよ
いと考えられる。すなわち Reatherによれば 1気圧の火花電界 (X/p=41V/cm/mm-Hg)におけ
る電子なだれの速度は1.25 X 107cm/secであり，同条件のもとの電子の速度は (1....2)X 107cm/sec 
で略等しいことからして概算的には間隙の距離が dー より小さい時には電子なだれは間隙を横切っ























60KVをとり，波頭時間 Tfとして 0.1，1， 3， 6μsの4種; 第6図正極性の気中閃絡電圧特性
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陽イオyの移動度 u+= 1.8cm2 jV -sec，電子の移動度 u_
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( i ) 正極性では波頭 0.1，1， 6μsによる特性の相違は殆んどないか，文はあったにしても
その差は小さく且波頭による秩序だった変化は認められない。









図及び第4図の領域(][)にある訳で陽イオ γは当然空間電荷 s 
として間隙中に残留し電子も又空間電荷(閃絡面上の電荷も :割
























































































































a‘ (0.1 x40)μs 
b. (1 >(40)μs 



































































































60 10 20 
電圧 (KV)
Dust figureの電圧特性(正極性)









































表面白有抵抗はそれぞれ約 6x1013，7X1010， 109 n.jcm2 であるo なおこの他にガラス面には極く
僅かに遊離した Na+イオンが存在するo 3種類の媒質の閃格電圧特性を各波形について示すと第
29， 30， 31， 32図(正極性);第33，34， 35， 36図(負極性〕のようになるo これ等の特性から共
通点を拾5と次の通りである。
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